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(57)【要約】
 
【課題】
【解決手段】 本発明は、デジタル放送のデータアプリ
ケーションを受信して提供する受信機で行われるデータ
アプリケーションの提供方法であって、(ａ)前記データ
アプリケーションの場面に対する場面構成情報を受信す
る段階と、(ｂ)前記場面構成情報に基づいて前記場面を
構成する一つ以上のコンポーネントを受信する段階と、
(ｃ)前記場面構成情報および前記一つ以上のコンポーネ
ントに基づいて前記データアプリケーションを提供する
段階と、を含むデジタル放送のデータアプリケーション
の提供方法に関する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　デジタル放送のデータアプリケーションを受信して提供する受信機で行われるデータア
プリケーションの提供方法において、
　(ａ)前記データアプリケーションの場面に対する場面構成情報を受信する段階と、
　(ｂ)前記場面構成情報に基づいて前記場面を構成する一つ以上のコンポーネントを受信
する段階と、
　(ｃ)前記場面構成情報および前記一つ以上のコンポーネントに基づいて前記データアプ
リケーションを提供する段階と、
を含むことを特徴とするデータアプリケーションの提供方法。
【請求項２】
　前記(ａ)段階はデジタル放送網を通じて前記場面構成情報を受信する段階を含むことで
ある請求項１に記載のデータアプリケーションの提供方法。
【請求項３】
　前記(ａ)段階は、通信網を通じて前記場面構成情報を受信する段階を含むことを特徴と
する請求項１に記載のデータアプリケーションの提供方法。
【請求項４】
　前記場面構成情報は、使用者入力、受信機の識別情報および視聴者の識別情報中の少な
くとも一つに基づいて選択される場面に対する場面構成を定義することを特徴とする請求
項１に記載のデータアプリケーションの提供方法。
【請求項５】
　前記場面構成情報は、前記場面構成情報を解釈するための実行コードを含むことを特徴
とする請求項１に記載のデータアプリケーションの提供方法。
【請求項６】
　前記場面構成情報は、前記場面に対するテキストデータを含むことを特徴とする請求項
１に記載のデータアプリケーションの提供方法。
【請求項７】
　前記場面構成情報は、前記一つ以上のコンポーネント各々に対するダウンロード位置情
報を各々含み、
　前記(ｂ)段階は、(ｂ－１)前記一つ以上のコンポーネントを提供する装置に前記一つ以
上のコンポーネントに対する伝送要請を送信する段階と、
　(ｂ－２)前記ダウンロード位置情報によって前記装置から前記一つ以上のコンポーネン
ト各々を受信する段階と、
を含むことを特徴とする請求項１に記載のデータアプリケーションの提供方法。
【請求項８】
　前記伝送要請は、受信機の識別情報および視聴者の識別情報のいずれか一つを含むこと
を特徴とする請求項７に記載のデータアプリケーションの提供方法。
【請求項９】
　前記一つ以上のコンポーネント各々は、独立的に実行可能な実行コード、テキストデー
タ、イメージデータ、オーディオデータおよび動画データ中、少なくとも一つを含むこと
を特徴とする請求項１に記載のデータアプリケーションの提供方法。
【請求項１０】
　前記(ｃ)段階は、
　(ｃ－１)前記場面構成情報に基づいて前記場面に対するレイアウトを構成する段階と、
　(ｃ－２)前記レイアウトによって前記一つ以上のコンポーネントをディスプレイする段
階と、
を含むことを特徴とする請求項１に記載のデータアプリケーションの提供方法。
【請求項１１】
　前記(ｃ－２)段階は、前記一つ以上のコンポーネントを受信した順序に前記レイアウト
によってディスプレイする段階を含むことを特徴とする請求項１０に記載のデータアプリ
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ケーションの提供方法。
【請求項１２】
　請求項１ないし請求項１１のいずれか一項によるデジタル放送のデータアプリケーショ
ンの提供方法の各段階を実現させるためのプログラムを記録したコンピュータで読み取り
可能な記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はデジタル放送のデータアプリケーションの提供方法およびこれを実現させるた
めのプログラムを記録したコンピュータで読み取り可能な記録媒体に関わり、より具体的
にはデジタル放送のデータアプリケーションを受信および実行するのに所要する時間を最
小化し、提供可能なデータアプリケーションの個数または大きさに対する制限を最小化し
、受信機の識別情報または視聴者の識別情報に基づいて個人化したデータアプリケーショ
ンを提供しうるデジタル放送のデータアプリケーションの提供方法およびこれを実現させ
るためのプログラムを記録したコンピュータで読み取り可能な記録媒体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　技術の発展と視聴者の需要によって放送環境が変化しつつある。放送媒体が多様化する
ことに応じて、従来のアナログ放送がデジタル放送に転換され、地上波中心の放送からケ
ーブル放送と衛星放送、そして超高速通信ネットワークを利用したマルチメディアデータ
の提供方式であるいわゆるＩＰ－ＴＶサービス、地上波および衛星ＤＭＢサービスなどに
転換しつつある。
【０００３】
　デジタル放送の容量は従来のアナログ放送に比べて４～８倍である。よって、スポーツ
、映画、ホームショッピング、音楽など多様な分野の付加サービスを提供することができ
る。また、放送媒体が多様化することによって、視聴者は地上波放送のみならずケーブル
放送、衛星放送、ＩＰ－ＴＶ、ＤＭＢなどを選択しうる選択幅が広くなった。
【０００４】
　なお、このようなデジタル放送においては従来の単純な放送プログラム信号のみならず
多様なデータアプリケーションを伝送することができる。デジタル放送は、放送プログラ
ムに含まれたデータまたはリターンチャンネルを通じて付加的に伝送されるデータとの連
動をすることができるため、両方向のデータアプリケーションも可能である。
【０００５】
　このようなデータアプリケーションを利用した多様なデータサービスは、視聴者が簡便
に利用できるという点からデジタル放送の補給に重要な役割を果たすと見込まれている。
従来のデータアプリケーションを提供する方法を説明すると次のようである。
【０００６】
　データアプリケーション提供サーバーによって生成されたデータアプリケーションはデ
ジタル放送を行うヘッドエンドシステムに伝送される。前記ヘッドエンドシステムは放送
網を通じてオーディオ／ビデオデータを含む放送プログラムおよびデータアプリケーショ
ンを受信機に伝送する。
【０００７】
　以下、本明細書において「放送網」とは、地上波放送網、ケーブル放送網、衛星放送網
、ＩＰ－ＴＶにおける超高速通信ネットワークまたはＤＭＢ放送網などの多様な放送網で
あることができる。
【０００８】
　データアプリケーション提供サーバーから受信したデータアプリケーションは受信機に
よってデコーディングされて視聴者に提供される。
【０００９】
　地上波デジタル放送の場合、受信機はＡＴＳＣなどの地上波放送規格を満たしてＤＡＳ
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Ｅなどの両方向データ放送規格を支援するデジタルＴＶまたはセットトップボックスであ
ってもよい。また、ケーブル放送または衛星放送の場合、受信機はオープンケーブル（Ｏ
ｐｅｎ　Ｃａｂｌｅ）またはＤＶＢなどの放送規格と各放送網に適合したデータ放送規格
、例えばＯＣＡＰまたはＭＨＰなどを支援するセットトップボックスであってもよい。ま
た、ＩＰ－ＴＶまたはＤＭＢ放送の場合、受信機は該当のデータ放送規格を支援するセッ
トトップボックスまたは移動通信端末機であってもよい。
【００１０】
　しかし、従来のデータアプリケーションを提供する方法は次のような問題がある。
【００１１】
　第一に、制限された周波数帯域を有する放送網によって発生する問題点である。
　具体的には、放送網はデータアプリケーションのみならず放送プログラムを伝送するた
めに用いられるため、放送網を通じて伝送しうるデータアプリケーションの個数、データ
アプリケーションの大きさ及びデータアプリケーションの構成が制限される。
【００１２】
　例えば、ＨＤデータアプリケーションのデータサイズはＳＤデータアプリケーションの
データサイズより大きい。よって、ＨＤデータアプリケーションを伝送するためにはＳＤ
データアプリケーションより多い帯域幅が必要となり、放送網を通じて伝送しうるアプリ
ケーションの個数もまたＨＤデータアプリケーションがＳＤデータアプリケーションより
少ない。なお、使用可能な帯域幅内で伝送しうるようにＨＤデータアプリケーションの構
成や場面を最小化しなければならない。
【００１３】
　よって、ＨＤデータアプリケーションは使用しうるアプリケーションの個数と構成が制
限されるため、視聴者による個人化したデータアプリケーションを提供できないという短
所がある。
【００１４】
　第二に、データアプリケーションを実行するのに所要する時間の問題点である。
　ヘッドエンドシステムからデータアプリケーションを伝送する場合、データアプリケー
ションを従来と同様に一定の大きさを有するパケットに分割して受信機に伝送すると、受
信機は受信したパケットをデコーディングして再生する。
【００１５】
　しかし、送受信過程でパケットが流失する場合、受信機は流失したパケットによってデ
ータアプリケーションを実行することができなくなる。よって、誤謬が発生すると、ヘッ
ドエンドシステムはデータアプリケーション全体を再伝送しなければならなく、受信機は
受信したパケットをデコーディングして再生するため、それによる時間が追加的に発生す
る。また、受信機はデータアプリケーション全体をロードして実行するため、実行速度が
遅くなるのみならず受信機の資源を過多に使用するようになる。
【００１６】
　よって、受信機がデータアプリケーションを受信して使用者に提供するのに所要する時
間は約１０～３０秒であって過度な時間が要求される。
【００１７】
　第三に、データアプリケーションを実行させる受信機による問題点である。
　即ち、受信機は限定された資源を有するため、大きすぎるデータアプリケーションを実
行することができない。よって、受信機の資源によってデータアプリケーションの個数と
構成が制限されることがある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１８】
　本発明の目的は、デジタル放送のデータアプリケーションを受信して実行するのに所要
する時間を最小化し、提供可能なデータアプリケーションの個数または大きさに対する制
限を最小化し、受信機の識別情報または視聴者の識別情報に基づいて個人化したデジタル
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放送のデータアプリケーションを提供しうるデジタル放送のデータアプリケーションの提
供方法を提供することにある。
【００１９】
　本発明の他の目的は、前記デジタル放送のデータアプリケーションの提供方法の各段階
を実現させるためのプログラムを記録したコンピュータで読み取り可能な記録媒体を提供
することにある。
【課題を解決するための手段】
【００２０】
　本発明は、デジタル放送のデータアプリケーションを受信して提供する受信機で行われ
るデータアプリケーションの提供方法において、(ａ)前記データアプリケーションの場面
に対する場面構成情報を受信する段階と、(ｂ)前記場面構成情報に基づいて前記場面を構
成する一つ以上のコンポーネントを受信する段階と、(ｃ)前記場面構成情報および前記一
つ以上のコンポーネントに基づいて前記データアプリケーションを提供する段階と、を含
むことを特徴とする。
【００２１】
　本発明による前記(ａ)段階は、デジタル放送網を通じて前記場面構成情報を受信する段
階を含むことが望ましい。
【００２２】
　なお、本発明による前記(ａ)段階は、通信網を通じて前記場面構成情報を受信する段階
を含むことが望ましい。
【００２３】
　本発明による前記場面構成情報は、使用者入力、受信機の識別情報および視聴者の識別
情報中の少なくとも一つに基づいて選択される場面に対する場面構成を定義することが望
ましく、前記場面構成情報は、前記場面構成情報を解釈するための実行コードを含むこと
が望ましい。
【００２４】
　また、本発明による前記場面構成情報は、前記場面に対するテキストデータを含むこと
が望ましい。
【００２５】
　本発明による前記場面構成情報は、前記一つ以上のコンポーネント各々に対するダウン
ロード位置情報を各々含み、前記(ｂ)段階は、(ｂ－１)前記一つ以上のコンポーネントを
提供する装置に前記一つ以上のコンポーネントに対する伝送要請を送信する段階と、(ｂ
－２)前記ダウンロード位置情報によって前記装置から前記一つ以上のコンポーネント各
々を受信する段階と、を含むことが望ましい。
【００２６】
　本発明による前記伝送要請は、受信機の識別情報および視聴者の識別情報のいずれか一
つを含むことが望ましく、前記一つ以上のコンポーネント各々は、独立的に実行可能な実
行コード、テキストデータ、イメージデータ、オーディオデータおよび動画データ中、少
なくとも一つを含むことが望ましい。
【００２７】
　本発明による前記(ｃ)段階は、(ｃ－１)前記場面構成情報に基づいて前記場面に対する
レイアウトを構成する段階と、(ｃ－２)前記レイアウトによって前記一つ以上のコンポー
ネントをディスプレイする段階と、を含むことが望ましい。
【００２８】
　本発明による前記(ｃ－２)段階は、前記一つ以上のコンポーネントを受信した順序に前
記レイアウトによってディスプレイする段階を含むことが望ましい。
【００２９】
　また、本発明は、前記デジタル放送のデータアプリケーションの提供方法の各段階を実
現させるためのプログラムを記録したコンピュータで読み取り可能な記録媒体を提供する
。
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【発明の効果】
【００３０】
　本発明によると、デジタル放送のデータアプリケーションを受信および実行するのに所
要する時間を最小化し、提供可能なデータアプリケーションの個数と大きさに対する制限
を最小化することができる。また、受信機の識別情報または視聴者の識別情報に基づいて
個人化したデータアプリケーションを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】本発明によるデジタル放送のデータアプリケーションの提供方法の実施例を示し
たフローチャートである。
【図２】本発明によるデジタル放送のデータアプリケーションの提供方法において場面の
例を示した図である。
【図３】本発明によるデジタル放送のデータアプリケーションの提供方法において場面を
構成する一つ以上のコンポーネントを受信する段階を示したフローチャートである。
【図４】本発明によるデジタル放送のデータアプリケーションの提供方法においてデータ
アプリケーションを提供する段階を示したフローチャートである。
【図５】本発明によるデジタル放送のデータアプリケーションの提供方法において場面に
対するレイアウトを示した図である。
【発明を実施するための形態】
【００３２】
　以下、本発明のデジタル放送におけるデータアプリケーションの提供方法の実施例を添
付図面を参照してより具体的に説明する。
【００３３】
　図１は、デジタル放送のデータアプリケーションを受信して提供する受信機で行われる
本発明によるデジタル放送のデータアプリケーションの提供方法の実施例を示したフロー
チャートである。
【００３４】
　図１を参照すると、データアプリケーションの場面に対する場面構成情報を受信する(
Ｓ１１０)。
【００３５】
　一実施例によると、場面構成情報はデジタル放送網を通じて受信されることが可能であ
る。
【００３６】
　従来技術によると、デジタル放送のデータアプリケーション全体が受信機に伝送される
。反面、本発明によると、場面構成情報のみが受信機に伝送され、受信機はデジタル放送
網を通じて場面構成情報を受信する。
【００３７】
　他の実施例によると、場面構成情報は通信網を通じて受信されることが可能である。
【００３８】
　従来技術によると、デジタル放送のデータアプリケーション全体が受信機に伝送される
。反面、本発明によると、場面構成情報はヘッドエンドシステムまたはデータアプリケー
ション提供業者のサーバーからリターンチャンネルのような通信網を通じて受信機に伝送
され、受信機は通信網を通じて場面構成情報を受信する。
【００３９】
　場面構成情報についてより詳細に説明すると次のようである。
【００４０】
　図２は、本発明によるデジタル放送のデータアプリケーションの提供方法において場面
の例を示した図である。
【００４１】
　図２を参照すると、データアプリケーションは一つ以上の場面（１１０ａ～１１０ｍ）
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で構成される。
【００４２】
　受信機がデータアプリケーションを視聴者に提供する場合、視聴者は使用者入力を通じ
て一つ以上の場面(１１０ａ～１１０ｍ)中、いずれか一つを選択することができ、受信機
は選択された場面を視聴者に提供する。
【００４３】
　例えば、場面１１０ａは、受信機がデータアプリケーションを実行する場合、視聴者に
提供される初期場面であってもよい。また、場面１１０ｂは、視聴者がリモコンを通じて
特定ボタンを押す場合、視聴者に提供される場面であってもよい。
【００４４】
　また、個人化したデータアプリケーションが提供される場合、場面１１０ａは第１視聴
者グループに提供される場面であり、場面１１０ｂは第２視聴者グループに提供される場
面であってもよい。
【００４５】
　個人化したデータアプリケーションを提供する場合、受信機は受信機の識別情報または
視聴者の識別情報などに基づいて一つ以上の場面(１１０ａ～１１０ｍ)中、いずれか一つ
を選択し、選択された場面を視聴者に提供する。
【００４６】
　場面(１１０ａ～１１０ｍ)各々は一つ以上のコンポーネント(図示せず)で構成される。
例えば、場面１１０ｂに株式市況についての情報が示されると、場面１１０ｂは韓国株価
指数をテキスト形態で提供する第１コンポーネント、韓国株式市場に上場した特定会社の
株価情報を提供する第２コンポーネント、株式市場関連の動画を提供する第３コンポーネ
ントおよび米国株式市場についての情報をテキストまたは動画形態で提供する第４コンポ
ーネントのような複数のコンポーネントを含むことができる。
【００４７】
　即ち、場面構成情報は場面(１１０ａ～１１０ｍ)各々を構成する一つ以上のコンポーネ
ント各々に対するコンポーネント情報を含むことができる。
【００４８】
　コンポーネント情報は各コンポーネントの名称および／または識別情報を含むことがで
きる。また、コンポーネント情報は受信機がコンポーネントを受信するのに必要なコンポ
ーネントのダウンロード位置情報を含むことができる。
【００４９】
　ダウンロード位置情報はコンポーネントを提供する装置と前記装置内に保存されたコン
ポーネントの位置を含む。
【００５０】
　場面構成情報は場面に対するレイアウト情報を含むことができる。レイアウト情報は各
コンポーネントがいかなる方式で場面内で配置されるかを定義する。例えば、場面１１０
ａが第１コンポーネント、第２コンポーネントで構成されると、場面１１０ａに対する場
面構成情報は第１コンポーネントの識別情報、第１コンポーネントに対するダウンロード
位置情報、第１コンポーネントに対するレイアウト情報、第２コンポーネントの識別情報
、第２コンポーネントに対するダウンロード位置情報および第２コンポーネントに対する
レイアウト情報を含むことができる。
【００５１】
　第１コンポーネントに対するダウンロード位置情報と第２コンポーネントに対するダウ
ンロード位置情報とは異なることが可能である。
【００５２】
　例えば、第１コンポーネントは第１コンポーネントを提供する装置から受信されること
が可能であり、第２コンポーネントは第２コンポーネントを提供する装置から受信される
ことが可能である。
【００５３】
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　また、Ｓ１１０段階で受信機は特定場面に対する場面構成情報を受信することも可能で
あり、場面全体に対する場面構成情報を受信することもできる。
【００５４】
　図２を参照すると、受信機は場面１１０ａに対する場面構成情報のみをまず受信し、必
要に応じて場面１１０ｂに対する場面構成情報を追加的に受信することもできる。
【００５５】
　例えば、視聴者が場面１１０ａを希望する場合、受信機は場面１１０ａに対する場面構
成情報を受信することができ、視聴者が追加的に場面１１０ｍを希望する場合、受信機は
場面１１０ｍに対する場面構成情報を受信することができる。
【００５６】
　装置構成情報は、場面構成情報を解釈するための実行コードを含むことができる。
【００５７】
　本発明によると、受信機は場面構成情報に含まれたコンポーネント情報およびレイアウ
ト情報を抽出してこれを解釈する。
【００５８】
　コンポーネント情報およびレイアウト情報を解釈するために、即ち、場面構成情報は実
行コードを必要とする。
【００５９】
　受信機は実行コードを使用して場面構成情報を解釈する。実行コードは受信機に保存さ
れることが可能である。
【００６０】
　実行コードが場面受信機ではない場面構成情報に含まれる場合、受信機は実行コードを
実行して場面構成情報を解釈することができる。
【００６１】
　実行コードは放送プログラムを提供するのに必要な信号処理およびデータアプリケーシ
ョンを実行するのに必要な信号処理のためのプログラムと独立的に実行されることが可能
である。
【００６２】
　また、場面構成情報は場面に対するテキストデータを含むことができる。
【００６３】
　テキストデータは場面に対する説明とともに場面に示されなければならないテキストに
対するデータである。
【００６４】
　また図１を参照すると、場面構成情報に基づいて場面を構成する一つ以上のコンポーネ
ントを受信する(Ｓ１３０)。
【００６５】
　図３は、本発明による場面を構成する一つ以上のコンポーネントを受信する段階(Ｓ１
３０)を示したフローチャートである。
【００６６】
　図３を参照すると、受信機はダウンロード位置情報を参照してコンポーネントを提供す
る装置に一つ以上のコンポーネントに対する伝送要請を送信する(Ｓ１３３)。
【００６７】
　伝送要請は放送網ではない通信網を通じて伝送されることが可能である。
【００６８】
　伝送要請は受信機の識別情報または視聴者の識別情報を含むことができる。
【００６９】
　受信機の識別情報または視聴者の識別情報は個人化したデータアプリケーションを提供
するために使用されることが可能である。
【００７０】
　コンポーネントを提供する装置は受信機の識別情報または視聴者の識別情報に基づいて



(9) JP 2011-517910 A 2011.6.16

10

20

30

40

50

受信機に伝送するコンポーネントを選択し、選択したコンポーネントを受信機に伝送する
。
【００７１】
　次に、ダウンロード位置情報を参照してコンポーネントを提供する装置から一つ以上の
コンポーネントを受信する(Ｓ１３６)。
【００７２】
　一つ以上のコンポーネント各々に対するダウンロード位置情報は同一であってもよいが
相違であってもよい。
【００７３】
　例えば、受信機が第１コンポーネントと第２コンポーネントを受信する場合、第１コン
ポーネントは第１コンポーネントを提供する装置から受信され、第２コンポーネントは第
２コンポーネントを提供する装置から受信されることが可能である。
【００７４】
　図２の場面１１０ｂに株式市況についての情報が示されると、場面１１０ｂは韓国株価
指数をテキスト形態で提供する第１コンポーネント、韓国株式市場に上場した特定会社の
株価情報を提供する第２コンポーネント、株式市場関連の動画を提供する第３コンポーネ
ントおよび米国株式市場についての情報をテキストまたは動画形態で提供する第４コンポ
ーネントのような複数のコンポーネントを含むことができる。
【００７５】
　具体的には、第１コンポーネントはテキストデータを含むことができる。第２コンポー
ネントは会社選択のための使用者入力を受信する実行コード、株価情報をグラフで示すた
めの実行コード、グラフイメージデータを含むことができる。第３コンポーネントは動画
データを含むことができる。第４コンポーネントはテキストデータまたは動画データを含
むことができる。第２コンポーネントに含まれる実行コードはデータアプリケーション全
体に対して実行されるコードではなく、該当の場面内で独立的に実行可能な実行コードで
あってもよい。
【００７６】
　再び図１を参照すると、場面構成情報および一つ以上のコンポーネントに基づいてデー
タアプリケーションを提供する(Ｓ１５０)。
【００７７】
　図４は本発明によるデータアプリケーションを提供する段階(Ｓ１５０)を示したフロー
チャートである。
【００７８】
　図４を参照すると、場面構成情報に含まれたレイアウト情報に基づいて場面に対するレ
イアウトを構成する(Ｓ１５３)。
【００７９】
　次に、Ｓ１５３段階で構成したレイアウトによって一つ以上のコンポーネントをディス
プレイする(Ｓ１５６)。
【００８０】
　一つ以上のコンポーネントは受信される順序によって順次ディスプレイされることも可
能である。
【００８１】
　例えば、第１コンポーネントが受信されるとレイアウト情報を参照して第１コンポーネ
ントをディスプレイし、その後第２コンポーネントが受信されるとレイアウト情報を参照
して第２コンポーネントをディスプレイすることができる。
【００８２】
　図５は、本発明による場面に対するレイアウトの一例を示した図である。
【００８３】
　図５を参照すると、データアプリケーションの場面はデジタル放送のディスプレイ装置
(図示せず)の画面１５０にディスプレイされる。
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【００８４】
　場面はコンポーネント(１７０ａ～１７０ｅ)で構成される。
【００８５】
　場面構成情報に含まれたレイアウト情報は画面１５０上において各コンポーネント(１
７０ａ～１７０ｅ)が配置される位置に対する情報を含む。
【００８６】
　レイアウト情報に基づいて場面に対するレイアウトが構成され、レイアウトによって各
コンポーネント(１７０ａ～１７０ｅ)が配置される。
【００８７】
　以下、図５のコンポーネント１７０ｅが広告動画である場合の例をあげて個人化したデ
ータアプリケーション提供に対して詳細に説明する。
【００８８】
　コンポーネント提供装置は視聴者に適合した広告を提供するために 複数の広告動画中
で受信機の識別情報または視聴者の識別情報に基づいて広告動画を選択した後、選択した
広告動画をコンポーネント１７０ｅとして指定して受信機に伝送する。
【００８９】
　コンポーネント１７０ｅを受信した受信機はレイアウトによって画面上に広告動画をデ
ィスプレイする。受信機の識別情報または視聴者の識別情報に基づいて広告動画が選択さ
れるため、個人化したデータアプリケーションの提供が可能である。
【００９０】
　本発明によると、受信機は放送網より伝送速度の高い通信網を通じてデータアプリケー
ションのコンポーネントを受信するため、データアプリケーションの受信時間を最小化す
ることができる。構成情報のみが放送網を通じて受信機に伝送されるため、データアプリ
ケーションの個数および大きさに対する制限を最小化することができる。また、受信機ま
たは視聴者情報に基づいて個人化したデータアプリケーションを提供することができる。
また、本発明は前述の本発明によるデジタル放送のデータアプリケーションの提供方法の
各段階を実現させるためのプログラムを記録したコンピュータで読み取り可能な記録媒体
を提供する。
【００９１】
　コンピュータで読み取り可能な記録媒体はコンピュータシステムによって読み込まれる
ようにデータ、即ちコードまたはプログラム形態のデータが保存される全種類の記録装置
を指す。このようなコンピュータで読み取り可能な記録媒体は例えば、ＲＯＭ、ＲＡＭな
どのメモリーと、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ－ＲＯＭなどの保存媒体、磁気テープ、フロッピ
ーディスクなどの磁気保存媒体、光データ保存装置などであり、例えばインターネットを
通した伝送形態に具現される場合も含む。なお、このようなコンピュータで読み取り可能
な記録媒体はネットワークで連結されたコンピュータシステムに分散されて分散方式でコ
ンピュータが読み取り可能なデータが保存および実行されることが可能である。
【００９２】
　しかし、このようなコンピュータで読み取り可能な記録媒体についての詳細な説明は、
図１～図５を参照して説明した本発明によるデジタル放送のデータアプリケーションの提
供方法と重複するので省略する。
【００９３】
　以上、添付図面を参照しながら本発明の好適な実施形態について詳細に説明したが、本
発明はかかる例に限定されない。本発明の属する技術の分野における通常の知識を有する
者であれば、特許請求の範囲に記載された技術的思想の範疇内において、各種の変更例ま
たは修正例に想到し得ることは明らかであり、これらについても、当然に本発明の技術的
範囲に属するものと了解される。
【産業上の利用可能性】
【００９４】
　以上、説明した通り、本発明によるとデジタル放送のデータアプリケーションを受信お
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よび実行するのに必要な時間を最小化し、提供可能なデータアプリケーションの個数また
は大きさに対する制限を最小化し、受信機の識別情報または視聴者の識別情報に基づいて
個人化したデータアプリケーションを提供することができる。
【符号の説明】
【００９５】
１１０　　場面
１５０　　画面
１７０　　コンポーネント

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図５】

【手続補正書】
【提出日】平成22年12月7日(2010.12.7)
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明はデジタル放送のデータアプリケーションの提供方法に関わり、より具体的には
デジタル放送のデータアプリケーションを受信および実行するのに所要する時間を最小化
し、提供可能なデータアプリケーションの個数または大きさに対する制限を最小化し、受
信機の識別情報または視聴者の識別情報に基づいて個人化したデータアプリケーションを
提供しうるデジタル放送のデータアプリケーションの提供方法に関する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　このようなデータアプリケーションを利用した多様なデータサービスは、視聴者が簡便
に利用できるという点からデジタル放送の普及に重要な役割を果たすと見込まれている。
従来のデータアプリケーションを提供する方法を説明すると次のようである。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　以下、本明細書において「放送網」とは、地上波放送網、ケーブル放送網、衛星放送網
、ＩＰ－ＴＶにおける超高速通信ネットワークまたはＤＭＢ放送網などの多様な放送網と
することができる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　しかし、送受信過程でパケットが流失する場合、流失したパケットによる誤謬は無視し
たまま他のパケットを利用して再生していた従来のデジタル放送プログラムに含まれた動
画データとは違ってデータアプリケーションは実行自体が不可能である。よって誤謬が発
生する場合、データアプリケーション全体を再伝送して受信しなければならない。また、
受信機は受信したパケットをデコーディングして再生するため、それによる時間が追加的
に発生し、データアプリケーション全体をロードして実行しなければならないため実行速
度が遅くなり、受信機の資源を過多に使用するようになる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６０】
　実行コードが受信機ではなく場面構成情報に含まれる場合、受信機は実行コードを実行
して場面構成情報を解釈することができる。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９０】
　本発明によると、受信機は放送網より伝送速度の高い通信網を通じてデータアプリケー
ションのコンポーネントを受信するため、データアプリケーションの受信時間を最小化す
ることができる。構成情報のみが放送網を通じて受信機に伝送されるため、データアプリ
ケーションの個数および大きさに対する制限を最小化することができる。また、受信機の
識別情報または視聴者の識別情報に基づいて個人化したデータアプリケーションを提供す
ることができる。
【手続補正１０】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　デジタル放送のデータアプリケーションを受信して提供する受信機で行われるデータア
プリケーションの提供方法において、
　(ａ)前記データアプリケーションの場面に対する場面構成情報を受信する段階と、
　(ｂ)前記場面構成情報に基づいて前記場面を構成する一つ以上のコンポーネントを受信
する段階と、
　(ｃ)前記場面構成情報および前記一つ以上のコンポーネントに基づいて前記データアプ
リケーションを提供する段階と、
を含むことを特徴とするデータアプリケーションの提供方法。
【請求項２】
　前記(ａ)段階はデジタル放送網を通じて前記場面構成情報を受信する段階を含むことで
ある請求項１に記載のデータアプリケーションの提供方法。
【請求項３】
　前記(ａ)段階は、通信網を通じて前記場面構成情報を受信する段階を含むことを特徴と
する請求項１に記載のデータアプリケーションの提供方法。
【請求項４】
　前記場面構成情報は、使用者入力、受信機の識別情報および視聴者の識別情報中の少な
くとも一つに基づいて選択される場面に対する場面構成を定義することを特徴とする請求
項１に記載のデータアプリケーションの提供方法。
【請求項５】
　前記場面構成情報は、前記場面構成情報を解釈するための実行コードを含むことを特徴
とする請求項１に記載のデータアプリケーションの提供方法。
【請求項６】
　前記場面構成情報は、前記場面に対するテキストデータを含むことを特徴とする請求項
１に記載のデータアプリケーションの提供方法。
【請求項７】
　前記場面構成情報は、前記一つ以上のコンポーネント各々に対するダウンロード位置情
報を各々含み、
　前記(ｂ)段階は、(ｂ－１)前記一つ以上のコンポーネントを提供する装置に前記一つ以
上のコンポーネントに対する伝送要請を送信する段階と、
　(ｂ－２)前記ダウンロード位置情報によって前記装置から前記一つ以上のコンポーネン
ト各々を受信する段階と、
を含むことを特徴とする請求項１に記載のデータアプリケーションの提供方法。
【請求項８】
　前記伝送要請は、受信機の識別情報および視聴者の識別情報のいずれか一つを含むこと
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を特徴とする請求項７に記載のデータアプリケーションの提供方法。
【請求項９】
　前記一つ以上のコンポーネント各々は、独立的に実行可能な実行コード、テキストデー
タ、イメージデータ、オーディオデータおよび動画データ中、少なくとも一つを含むこと
を特徴とする請求項１に記載のデータアプリケーションの提供方法。
【請求項１０】
　前記(ｃ)段階は、
　(ｃ－１)前記場面構成情報に基づいて前記場面に対するレイアウトを構成する段階と、
　(ｃ－２)前記レイアウトによって前記一つ以上のコンポーネントをディスプレイする段
階と、
を含むことを特徴とする請求項１に記載のデータアプリケーションの提供方法。
【請求項１１】
　前記(ｃ－２)段階は、前記一つ以上のコンポーネントを受信した順序に前記レイアウト
によってディスプレイする段階を含むことを特徴とする請求項１０に記載のデータアプリ
ケーションの提供方法。
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